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2紫雲英田を　かける子供の　笑い声　嶺北中学校１年生　伊藤 生和
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　最優秀

風水害対策の第一歩は情報収集から！
　正確な気象情報を集めることで風水害による被害
を最小限にとどめることができます。
　テレビ・ラジオ・電話（117番）等で情報の収集に
つとめ、危険を感じる場合には、早めの避難を心が
けましょう。

▼気象庁ホームページ　http://www.jma.go.jp/

いつでも避難できるよう、次のことを心がけましょう！

　住まいの地域の過去の浸水実績や浸水想定区域
図、洪水ハザードマップを確認して、避難経路や
危険箇所を把握しましょう。

避難経路や危険箇所の事前の確認

非常用品の用意
　食料や飲料水、懐中電灯や携帯ラジオなどの非
常用品や、非常時に持ち出す貴重品はまとめてお
きましょう。
※ 気象庁ホームページにテキスト「大雨や台風に
備えて」が掲載されています。参考にしてみて
ください。

▼検索ワードの例
○○市　ハザードマップ 検索

 気象庁　備えて 検索
▼検索ワードの例



3 新米の　においが秋の　風運ぶ 　本山小学校 6年生　平石 智哉
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　優秀

Vol.458・2013. 9月広報とさちょう

大雨・台風に備え日頃の準備と情報収集を ❷

書家故沢田明子氏の書　澤田征郎氏よりご寄贈頂きました／新規採用職員の紹介 ❹

全国町村監査委員協議会から感謝状贈呈／教職員が地域のことを研修しました ❺

下水道集合処理施設が完成しました!／毎年10月1日は「浄化槽の日」 ❻

下水道通信　下水道接続・合併処理浄化槽新設をしませんか？ ❼
土佐町職員給与公表 ❽

嶺北消防団連合会夏季合同演習第３０回操法大会／
防災の日に「防災訓練」 10
専業主婦（夫）の年金が改正されました 11

セット健診（未受診者対象）のお知らせ 12
フィールド医学　ご長寿健診が実施されました／
市民講座の開催について 13

乳幼児医療・ひとり親家庭医療助成制度をご利用の皆様へ／
自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！ 14

国民健康保険限度額適用認定証 15

食育だより 16

第26次十和田市交流使節団 18

図書館だより 24

読書のすすめ① 25

ヨモーくん通信／子育て支援センター「ポッポ広場」 26
みつば保育園／土佐町小学校／土佐町中学校 27
嶺北高校／土佐町学校応援団 28

土佐町剣道だより／緑の募金 29

早明浦湖水祭　聖域で参拝遊覧船運航／さめうら湖横断チャレンジ 30
早明浦湖水祭（シンポジウム）・子ども交歓会／第29回やまびこカーニバル開催！ 31
ウォータースポーツ体験／やまびこカーニバルスポーツ大会／10月は「里親月間」です 32

第28回さめうらの郷湖畔マラソン大会 33

老人福祉施設「嶺北荘と大豊園」の民営化について／子どもの人権110番 34
手話通訳者全国統一試験／要約筆記者養成講座（前期課程）／住宅・土地統計調査 35

特別警報／保管物件（通貨・証券等）の返還について 36

皆さんの地域の「人と農地の問題」について考えてみませんか 37
全国一斉！　法務局休日相談所／ご存じですか　公証制度／
ＪＩＣＡ　「青年海外協力隊」及び「日系社会青年ボランティア」／「無料法律相談会」開催 38

短歌会・俳句会・コスモス句会 39



4あさがおの　かずをかぞえた　なつやすみ　野市東小学校１年生　平川 さくら
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　優秀

住
民
課

久く

保ぼ　

遥は
る

香か

（
出
身 

高
知
市
）

　

土
佐
町
に
来
て
ま
だ
短
く
不
安

も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
新
た

な
環
境
に
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
ま

す
。

　

少
し
で
も
早
く
土
佐
町
に
馴
染

め
る
よ
う
に
努
力
し
、
住
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
気
軽
に
お
声
か
け
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
職
員
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
で
あ
た
た
か
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
土
佐
町
に
骨
を
埋

め
る
覚
悟
で
、
日
々
の
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

澤
田
征
郎
氏
よ
り
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た

Profile
書家

沢田明子
AKIKO SAWADA

1921－2011

大正10年 土佐町（旧長岡郡田井村）に生まれる
昭和13年 書の道に入る
昭和32年 県展無鑑査
昭和33年～高知市にて個展16回
昭和37年～東京銀座、有楽町にて個展５回
昭和50年 高知県芸術祭文芸賞受賞（俳句部門）
昭和54年～県展審査員３回
昭和61年 高知県文化賞受賞
平成５年～安芸全国書道展審査員10回
平成７年 高知県出版文化賞受賞
 高知県出版文化賞選考委員５年間
平成８年～県展理事５年間
 県展功労賞受賞
平成９年 画廊「北山」開設、以来個展60回
 「問の会」、画廊「北山」主宰
平成20年 米寿展
平成22年 卒寿記念展
平成23年 高知県立坂本龍馬記念館
 開館20周年記念行事
 『沢田明子展～龍馬と東日本震災と明子～』
 11月12日高知市にて没（享年90）
平成24年 沢田明子追悼展 －墨、跡。－

■著書　BOOKS
書作品集５冊
句集５冊
組本『曼陀羅華』（折帖／句集・歌集）１冊

■主な作品の収蔵先 COLLECTION PLACE
ニューヨーク国連日本代表部大使公邸
高知県立美術館／高知県立文学館
高知県立坂本龍馬記念館／高知市図書館
高山市光記念館／安芸市立書道美術館

　

高
知
市
在
住
の
澤
田
征
郎
氏
よ
り
土
佐
町
出
身
の
書
家
故
沢

田
明
子
氏
の
書
作
品
３
点
を
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　　

沢
田
明
子
氏
は
土
佐
町
の
伊
勢
川
地
区
出
身
で
、
高
知
県
を

代
表
す
る
書
家
と
し
て
、
県
展
無
鑑
査
を
は
じ
め
数
々
の
輝
か

し
い
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
高
知
県
の
書
道
発
展
の
た
め
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
沢
田
氏
の
弟
で
あ
り
ま
す
澤
田

征
郎
氏
よ
り
氏
の
書
３
点
を
、
土
佐
町
に
寄
贈
し
た
い
と
の
申

し
入
れ
が
あ
り
、
町
と
し
て
も
偉
大
な
書
家
の
作
品
に
触
れ
る

機
会
が
で
き
た
と
大
変
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
寄
贈
に
当
た
り
、
沢
田
氏
と
親
戚
で
あ
り
ま
す
、
大
淵
の

澤
田
泰
年
氏
よ
り
作
品
を
届
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

沢
田
氏
に
は
、
書
の
世
界
で
は
珍
し
く
、
師
を
持
た
ず
自
由

な
発
想
で
書
の
世
界
を
切
り
開
い
た
方
で
、
特
に
生
前
か
ら
嶺

北
美
術
展
覧
会
の
審
査
員
や
書
道
の
ご
指
導
な
ど
町
の
文
化
発

展
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
３
作
品
は
、
新
庁
舎
玄
関

ホ
ー
ル
と
町
長
室
、
教
育
長
室
に
展
示
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
庁
舎
に
沢
田

先
生
の
作
品
を
展
示
出
来

ま
す
こ
と
は
、
町
と
し
て

願
っ
て
も
な
い
喜
び
で
あ

り
、
ま
た
誇
り
で
も
あ
り

ま
す
。

　

新
庁
舎
と
と
も
に
末
永

く
町
民
の
皆
様
に
書
を
楽

し
ん
で
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。



5 翡翠の　翡翠交じった　水模様　大豊町中学校１年生　又川 龍輝
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　優秀

全国町村監査委員協議会から感謝状贈呈

　

平
成
25
年
５
月
22
日
、
高
知
県
町
村

等
監
査
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
、
筒
井
良
一
郎
前
代
表

監
査
委
員
が
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議

会
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

教職員が地域のことを研修しました

　土佐町では教職員を対象とした地域のことを学習す
る場として、社会体験研修、地域交流研修、町内巡り
研修を行っています。
　社会体験研修は、教職員が夏休みの期間を利用して、
町内の地場産業を中心に地域の産業を体験することを
つうじて地域の現状を理解するとともに地域の人とふ
れあうことで相互の理解を深め、学校教育の向上を図
ることを目的に毎年行っており、今年も町内の５事業
所に受け入れをしていただき、10名が研修しました。
　地域交流研修は、全教職員を対象として、町内で開
催される行事等に積極的に参加して地域の方々との交
流をつうじて地域について学習するものです。
　町内巡り研修は、新しく赴任した教職員を対象に２
年に１度、町内の施設等を見学し、町の自然や歴史、
文化、産業などについて学習するものです。今年は、
８月６日に９名の教職員が参加して実施しました。
　これらの研修をつうじて、地域のことを知り、地
域の方々と親しくなって、そのことを子どもたちに
フィードバックし、更に学習が深まることを期待する
ものです。

社会体験研修

町内巡り研修



6新しき　制服の子ら　風光る　大豊町中学校３年生　岡村 あずみ
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　優秀

指
定
検
査
機
関

高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

０
８
８

－

８
６
０

－

２
４
０
０

　

町
内
５
箇
所
で
整
備
を
進
め
て
い

た
下
水
道
集
合
処
理
施
設
が
、
平
成

24
年
度
に
上
ノ
土
居
地
区
の
管
路
工

事
完
成
を
も
っ
て
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
７
月
28
日（
日
）に
土
佐
さ
め
う

ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
土
佐
町
下

水
道
集
合
処
理
施
設
完
成
神
事
・
記

念
碑
除
幕
式
を
行
い
、
関
係
者
約
80

名
の
出
席
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

下
水
道
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活

環
境
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
う
え
で
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
資
本
の
ひ

と
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
吉
野
川
上
流
域
の
本
町

は
、
下
流
域
へ
影
響
す
る
河
川
の
水

質
保
全
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
重
要

な
責
務
を
負
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
町
で
は
「
下
水
道

基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
次
の
よ
う

に
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
度
の
相
川
地
区
の
事
業

着
手
か
ら
地
蔵
寺
地
区
・
西
石
原
地

区
・
平
石
地
区
の
各
地
区
で
処
理
場

を
建
設
し
、
田
井
・
森
地
区
は
、
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
事
業
で
平

成
19
年
度
に
終
末
処
理
場
（
土
佐
さ

め
う
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
を
整

備
、
平
成
24
年
度
に
管
路
工
事
の
完

成
に
よ
り
、
事
業
着
手
か
ら
17
年
目

で
す
べ
て
の
下
水
道
の
集
合
処
理
施

設
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
地
区
以
外
は
各
家
庭
で
の
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
に
よ
る
個
別
処
理
施

設
整
備
を
今
後
も
進
め
て
い
く
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
整
備
の
完
了
し
た
下
水

道
（
集
合
処
理
施
設
）
と
合
併
浄
化

槽
（
個
別
処
理
施
設
）
へ
の
加
入
を

促
進
し
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

住
み
や
す
く
な
る
環
境
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

下水道集合処理施設が完成しました!

　

こ
の｢

浄
化
槽
の
日｣

は
、
浄
化
槽
の
設

置
や
管
理
方
法
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る

浄
化
槽
法
が
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
全
面

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗

化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め
る
だ
け
で
な

く
、
き
れ
い
な
水
を
川
な
ど
の
自
然
に
帰

し
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。

　

平
成
13
年
４
月
か
ら
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
地
球
に

や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の
汚
水
処

理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す
が
、
正
し
い
使

い
方
と
適
正
な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
な
い

と
、
本
来
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促

進
を
図
り
、
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
、

高
知
県
の
美
し
い
自
然
を
み
ん

な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆ 

保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門
知
識
を

持
つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

☆ 

清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
長
の
許
可

を
受
け
た
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。

☆ 

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十
分

発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
大
変
重

要
な
検
査
で
す
。
年
1
回
必
ず
指
定
検

査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

毎
年
10
月
1
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」



7 あぜ道に　秋を知らせる　ひがん花　影野小学校 6年生　久保田 美優
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　佳作

　相川地区・西石原地区・地蔵寺地区・平石地区については、10万円です。

　特定環境保全公共下水道事業施工中は、町管理の浄化槽を新設する場合に負担金をいただいて
おりませんでしたが、公共下水道の面整備工事終了に伴い、今後町管理の合併処理浄化槽の負担
金は次のとおりです。平成27年８月31日までは負担金免除、平成27年９月１日から平成29年
８月31日までは負担金５万円、それ以降は負担金10万円です。

　土佐町では、下水道受益者負担金（10万円）を当該地区の管路工事終了後（供用開始日）
から３年間は全額免除、５年目までは５万円免除しています。現在の受益者負担金免除箇
所を確認していただき、免除期間中に下水道へぜひ接続してください。

なお、詳細については、土佐町役場建設課上下水道係（0887-82-0400）までご連絡ください。

　　：平成26年4月9日まで負担金免除
　　　平成28年4月9日まで負担金5万円
　　　それ以降は負担金10万円

：平成26年8月31日まで負担金5万円
　それ以降は負担金10万円

　　：平成27年8月31日まで負担金免除
　　　平成29年8月31日まで負担金5万円
　　　それ以降は負担金10万円

：平成27年7月31日まで負担金5万円
　それ以降は負担金10万円

　　：供用開始後5年を越えているため負担金10万円

土佐町特定環境保全公共下水道

その他の地区について（合併処理浄化槽）

農業集落排水施設・小規模集合排水施設負担金について

※受益者負担金とは
　下水道施設は、道路や公園のように一般の公共施設と違って、利用者が特定の方
に限られます。したがって、下水道が整備されることにより、区域内の利益を受け
る方にその建設費の一部をあてるためご負担を願うのが、受益者負担金です。

※受益者負担金を納めていただく対象者
　下水道及び合併処理浄化槽の使用を新たに開始される人です。

下水道
通信
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◆土佐町職員給与などについて次のとおり公表します。◆

（1）人件費の状況（普通会計決算）
区　分

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（25年７月１日現在）

（4）職員の初任給の状況（25年４月１日現在）

（5）職員の経過年数別・学歴別平均給料月額の状況（25年４月１日現在）

（6）一般行政職の級別職員数の状況（25年４月１日現在）

（7）昇級期間短縮の状況

区　分

区　　 分

区　　 分

区　 分

区　 　　分 合　計 一般行政職 単労職

1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 計

経験年数 10 年目 経験年数 15 年目 経験年数 20 年目

土　佐　町 国

平均給料月額 平均給与月額 平均給料月額 平均給与月額平均年齢 平均年齢

単 労 職

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
1 人当り給与費
（B／ A）

給　与　費職 員 数
A

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬額を含む。

住民基本台帳人口

土佐町

一般行政職
大学卒

高校卒
大学卒

高校卒

大学卒

標準的な職務内容 主事補、主事 主事 主幹 主監 課長補佐 課長
職　員　数
構　成　比

1年前の構成比
参　考

高校卒

8人

職員数（A）

普通昇給期間を短縮して昇給した職員数（A）
比率（B）/（A）

0人

人
％

0人

人
％

0人

人
％

職員数（A）

普通昇給期間を短縮して昇給した職員数（A）
比率（B）/（A）

0人

人
％

0人

人
％

0人

人
％

5年前の構成比

5人 8人

大学卒

高校卒

単　労　職

一般行政職

単　労　職

歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率（B/A）

4人 54人

328,700円
295,700円

円
267,700円

25.3.31　4,245人
（参考）23年度の人件費率

19.0％19.6％711,515千円3,623,963千円 60,946千円

79人 308,513千円 26,739千円 109,966千円 445,218千円 5,636千円

一般行政職

298千円 337千円 41.5歳 337千円 359千円 47.3歳

決定初任給 採用２年経過日給料額 決定初任給 採用２年経過日給料額

161,900円
140,400円

円
125,700円

179,100円
150,100円

円
133,400円

（注） 1　土佐町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
   2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。
   3　18年４月１日より給料表改定のため、８級制から６級制に移行。

172,200円
140,100円

円
140,100円

185,800円
149,800円

円
149,800円

（注） 1　職員手当には退職手当を含まない。
 2　給与費は当初予算に計上された額である。（全職員数から特別職員と特別会計の職員を除いた職員数）

23年度

24年度

14.8％
14.5％
3.4％

7.4％
5.5％
8.6％

9.3％
5.5％
13.8％

35.2％
38.2％
39.7％

18.5％
21.8％
22.4％

14.8％
14.5％
12.1％

100％
100％
100％

19人 10人

237,800円
200,300円

円
184,800円

287,300円
245,200円

円
212,600円

24年度

25年度


